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アカマツ，クロマツの種子の大いさが稚苗．

　　　　の成長に及ぼす彰響について

三宅 登⑧黒川卓三

Noboru　MIYAKE　and　Takuzoo　KUROKAwA

T1he　effect　of　seed－s1ze　on　growtlh　of　seed，11ng　of　Akamatsu（Pmus

　　　dens1f1ora　S　ET　Z）and　K凹ro㎜atsu（P．tbunbergn　Par1）

　　　　　　　　ユ　緒　　　　言

　1952年秋各営林局署を通じて，本邦各地よりアカマ

ツ，クロ⇒ヅ種子を集め’各地の種羊と苗木及び造林後

の成長並びに生理的性質を調査せんとしれ
　　　　　　　　　　　　　　（い
　1953年4月播種育苗レ・矛1報で当年生稚苗の成長と
　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
種子の犬いさの関帰を発表し・矛2報で各産地稚苗の耐

乾性の差を調査して発表した。

　1954年4月育苗した苗木を床替したので今回は床替後

の成長を主にして，矛1報を参照して苗圃時の成琴経過

について報告する。

　尚本実験に用いた材料は1954年12月・島根農科大学未

　　　　　　　　　　矛1図　　母樹の位置図

　　　　　　　　月」　イ列

　　　　　　◎　　　　アわマツ’

　　　　　　⑧　　　　クロマツ
　　　　　　．　　　　産蛇区域
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島演習林及び三瓶農場実験林に造林したので今後も引続一

き造林後の成長経過の調査を経続する考えである。

　尚李研究取り纏めに際しては・終始御懇切なる御指導

をいた父いた遠山教授に深く感謝の意を表する。

　　　　　　皿　貿験材料並ぴに方法

　（1）実駿材料

　種子の産地は矛1表及び矛1図の如く，アカマヅ14産

地，クロマヅ12産堆である。尚矛／表の気温及び降水量

は理科年表により近くの観測点より算出した。

　（2）実駿方法

　　　　　　　　a　種子の大，中二小の仕分げ及び播

　　　　　　　種，当年生稚苗の成長については矛1報

　　　　　　〆
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で報告した通りである。

　b　床替は島根農科大学大角山苗圃を

用い，苗圃の土壌は壇土で耕土は深いが

余り肥沃ではない。肥料は基肥として1

㎡当り硫安89，過燐酸石灰／09，塩化

加里89，固形肥料（日本肥料ちからκ／）

59施し，追肥は行わなかつた。

　使用した苗木は各産地共種子の大，

中，小別に20本を用い，20本は当年生稚

苗の樹高成長別本数表を作り，比例配分

によつて選抜した。

　植付は2区制とし，各産地，大、中，

小別に無作意に行つた。1区10本づつ㌧

10×10cm年4月2日・3臼に床替した・

　除草は適宜行い，枯死したもgは殆ん

どなかつた。

　c　成長測定は10月の成長休止後掘取

り，樹高う直径（根際）を測定した。

o
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sokyu

sokyu

sokyu



・一88一 島根農科大学研究報告 矛4号　　（／956）

アカマヅ 矛1表
母樹の所在…地，母樹の性状，所在地気象

　　　　　　　　　　　　　性
母樹所　在地

状

樹令

κ1

κ2

κ．ろ

κ．4

κ5

κ6

κ7

κ8’

κ9

κ／0

κ11

κ12

κ13

κ／4

秋田県鹿角郡花輪町

山形県東田川郡谷沢村

山形県米沢営林署

福島県双葉郡富岡町

茨域県水戸市笠原町

岐阜県大野郡宮村

千葉県君津郡小糸村

静岡県小笠郡笠原村

岡山県久米郡加美町

島根県鹿足郡日原町

広島県佐伯郡宮島町

山口県佐波郡柚野村

　　年
　　40

30～35

70

51

34

40

43

48

1／0

62

140

香川県大11脚富田町30～40

高知県幡多郡昭和村　　90

樹高

　　15

／6～18

26～28

23

15

18

／8

17

29

24

30

15～17

　22

直径膣閉

　　cn1

　　30

18～20

40～50

25～35

　　38

疎

疎

中

申

中、

申

密

中

申

疎

疎

疎

気　　　　　　　　象
温　　　度

1月

　（一〇

一2．6

－0．1

－2．6

　2．4

　1．7

－3．／

　3．4

　4．7

’2．3

　4．0

　3．7

4．2

5．0

4．0

1・月 年平均

　co
’9，7

11，7

10，1

／2，3

14．8

9，6

／4，0

15，2

13，6

／4，7

14，5

／4，5

15，3

14．6

降　　　水
4～
／0月

　892
1．0／4

　813
1．／00

1．103

1．263

／，291

1．49／

　841
1．161

1．／9／

1．205

　8ア0

2，029

／1～

　3月

546

773

505

3アア

357

524

38／

44ア

252

494

334

366

270

534

全年

　n1m
1．444

1．786

／，3／8

1．498

1．461

1．787

1．565

1．938

／、093

／，655

1．524

1．565

1．139

2，664

備　　　　考

盛岡，秋田．青森
の平均
秋由，新潟の平均
山形，猪苗代の平
均
小名浜

水戸

高山より2001m高

東京，横浜の平均、

静岡

岡山より200m．高

日原

広島

下関，広島の平均

高知より200血高

多度津

クロマソ

母樹　所　在　地

κ．／

κ2

κ3

κ4

κ5

κ6

κ．7

κ8

κ9

κ10

κ11

κ12

青森県上北郡六ケ所村

山形県西田川郡袖浦村

福島県双的郡富田町

茨域県那珂郡村松村

千葉県君津郡戸崎
静岡県小笠郡笠原村

島根県益田市高津

島根県大田市三瓶町

山口県佐波郡柚野村

香川県高松市屋島

高知県幡多郡大方町

宮崎県西諸県郡紙屋

性 状■

樹令

　　年
　　50

30～50
ア0

80

40

43

90

100

45

60～70

　150
　　50

樹高

　　20

1ろ～18

28

15

18

20
／4

25

15

20～22

　　20

　　20

直径

　　cn1

　　50

14～20

50

46

40

24

28

40

30

40～46

　　76

　　46

欝閉
度

疎

中

申

申

密

申

疎

疎

疎

1疎

疎

気　　　　　　　　象
温　　　度

1月

　Co
－3二0

－2’：6

　2，4

！．7

　1．4

4．7

　5．0

　1．7

　4．2

5．0

5．0

5．7

8月

　co
2ろ．0

23，8

23，9

25，8

23，6

26，1

26，0

25，7

26，2

27，2

26，2

25．8

年平均

　（30

9，5

10，1

／2，3

14，8

12，0

／5，2

14，6

13，0

14，5

15，3

／5，2

15．6

降　　　水
4～
　10月

　729
　813
1．100

1，10ろ

／，291

1．491

1．093

1．／95

1．205

　870
2．029

2，0／2

11～

　3月

621

505

．3ア7

35ア

38／

447

537

751

366

270

534

531

全年

1．366

1．318

1．478

／，461

1．565

1．938

1．620

1．944

1．565

／，139

2．664

2，542

傭　　　　考

青森
山形，猪苗代の平
均
小争拝

水戸
東京，横浜の辛均
より200rn高
静岡

益田1

志学

下関，広島の平均

多度津

高知

宮崎より200m高

註：矛1報に於げる種子産地番号は本報告では下記の番号に変更した。

アカマヅ

クロマツ

矛1報種子産地番号
本報告種子産地番号

矛1報種子産地番号

本報告種予産地番号

2　　　3　　　4　　　5　　　6　　　7　　　8　　　9　　10　　11　　　12　　’／3　　　／4

234’587610129111314
2345678910111223564ア1281011　9

　　　　　　皿賓験結果並ぴに考察

　1年生苗木の樹高，直径成長及び形状比は矛2表の通

りである。

上表及び矛1報を参照して次のことが云える。｝

（1）各産地毎の種子の大，中，小が1年生稚苗の成長

　　に及ぽす影響‘

種子の木中・少と／年生稚苗の成長との間の差の有

意性を見たのが矛3表である。

矛ろ表及び当年生稚苗と種子大，中，小の問の差の有

意性を基にして，それらの問に5％及び0．1％の危険率

で有意な差のある産地数を表にしたのが矛4表である。

　矛4表により分るように，種子の大，中，小が当年生
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アカマヅ 矛 2　　　　表

産地

161

κ．2

κ3

κ4

κ5

κ6

κ7

野喜1 樹高成長

大

中

小

大

申

小

大

中

小

大

中

小

大

中

小

大

申

小

大

中

小

　　　　Cln
16．42±ヒ3．10

／3．59ニヒ1．81

10．77土2．0／

寸5．28一＝2．65

14．35＝ヒ2．70

／4，69ニヒ2．52

19．04士4．07

／626土ろ89

14．ア7＝』2．53

20．01＝ヒ5．ろ1

19．37土4．39

1588二』372

20．25＝ヒ3．64

16．87±ろ・亨1

18．60土4．48

／2．57一＝3．／3

／0．48：ヒ2．30

11．90ヨ±2．69

22．74士4．79

18．12±』4．8／

17．24二』3．99

直径碑長1形状此

5．／8±ヒ1，24

4．63ヨ：0，95

3．ア9二』／．／7

4．ア5土／．／9

480土080
4．59ニヒ／．00

5．02土1，43

4．56土／．22

4．33ニヒ0，80

5．ア0ヨ＝1，16

5．19＝ヒ1，20

4．51土1．02

・5．83ニヒ／．28

4．64土1，37

5．38土1，48

4．03土0，97

3．44＝』0，91

4．01土1，00

5．81土1，13

4．81；』1，21

4．85＝』1．06

32．5土4．55

30．2士／2．40

29．6ニヒア．03

3ろ．5土／3．75

31．1＝ヒ4．9ア

1産地1暫喜1

：l1圭1鴉

36．8一：8．99

35．6＝』8．76

36．2士8．06．

ll：圭、llコ

35．5土6．28

38・7土11・371

35．ア＝』　6．76

30，7±7．291

3／．4＝』8．571

28．7一：6．58

39．ア＝ヒ5．66

36．2＝ヒ9．89

35．7土4．弓4

樹高成長 ，直径成長1形状比

κ8．

κ9

κ10

κ11

κ／2

κ1ヨ

κ14

犬

中

小

大

中

小

大

申

小

大

中

小

大

中

小

大

中

小

大

中

小

　　　　C　In
21．83二』？．98

16．68土4．13

17．25ニヒろ．4／

15．21ニヒろ．80

／2．27士ろ．20

15．88＝ヒ4．56

／3．39ニヒ2．26

／3．31：ヒ3．09

12．66ニヒ2．67

16．ア3土3．67

17．57土2，68

1ア．44土3．／2

16．ア7士5．12

14．ろ1土2．5／

／2．08ニヒ3．83

16．03士2．79

14．88ニヒ2．6／

12．66ヨ＝2．30

16．／8壬3．55

／6．23＝ヒ2．60

／5．43土4．46

5．30ニヒつ．91

4．ろアニ』1，09

4．59ニヒ1，27

3．99＝ヒ／．53

3．68ニヒ／．54

4．5／＝』／．58

4．／8一＝0．93

る．86＝ヒ／．02

3．53＝ヒ0，70

3．60一＝0，97

3．89二と0，83

3，78二』0，98

4．19ヨ＝0，77

3．73ニヒ0．80

326±050
4．48＝ヒ0，92

2．56壬1，43

3，75ニヒ0，88

4．31±ヒ1，／1

4．84：目⊃．78

4．3／±／．451

30．7＝ヒ4．／8

31．4＝1：　6．05

28．アニヒ7．86

33．／一＝・6．15

35．2ニヒ6．58

35．8ニヒ　5．27

40．1土7．34．

39．9一：6．1ア

36．5±』　7．2ヨ

39．2士8．00

ろ5．4土6．87

35．8：ヒ4．44

48．0±ヒ　8．96

46．3＝ヒ／0．53

48．8＝』12．45

36．0＝ヒ5．65

34．5士8．5含

3，52ヨヒ5．52

39．／±』7．66

34．2土7．56

36．8＝』8．31

クロマヅ

産地

κ1

κ2

κ3

κ4

κ5

κ6

種子ノ
大イサ

大

中

小
’大

中

小

大

中

小

大

中

一小

大

中

小

大

中

小

樹高成長 1直径成長1形状比1産地僕ぢ
　　　　Cn1
15ろろ土3ろ4

14．58＝』3．66

15．85土4．61

寸8，05＝』3．21

16．83ヨ：4．01

16　88＝』9　59

183「士319
17．90土5．5う

13．33＝ヒ4．0／

／6．90ヨ：3．ア2

12．83一＝2．41

11．53二と2．43

／8．58二』4．25

／7．73ヨ＝4．32

／6　25ニヒ3　30

20．73土3．64

1963：』688

15．95二』3．89

455士078
4．53士1．1ア

4．55土／．／2

4．83：ヒ／．03

4．68土1，12

4．／8土0，92

4．95：ヒ0，63

4．70＝ヒ1，72

3．85＝ヒ1，28

4．ア5当＝0．79

380土073
3．18士0，49

5．05一＝0，86

4．60士0，90

4．68ヨ：0．83

523土082
4．ア3＝』1，52

4．30＝』0．97

・・足・…1

31．7士4．ろ5

34．5士5．731

38．9土5．701

36．4＝I＝5．79

39．0±ヒ7．39

37．6土6．51

37．8土5．72

35．7士／．80＝

35．ア＝』／／．47

34．0ヨ＝9．18■

34．4土6．90！

37・1土5・951

38・6土4・091

35．6土4．49．

40・8土6・501

41．0＝』5．75

37・壮3・64r

κ7

κ8

κ9

妬／0

κ11

κ12

’大

中

小

犬

中

小

大

申

小

大

中

小

大

申

…小

大

申

小

樹高成長 1直径成長1形状比

　　　　Cm1
21．65＝』4．20

19．63土4．03

20．65＝』4．08

／1．80土3．．19

／3．50：ヒ3．ろ3

1ろ．20土3．53

14．70＝』2．96

15．45±ヒ4．23

13．85＝』3．4ア

15．／0士4．／8

16．83＝ヒ5．50

／5．03土2．5ア

／6．50土4．82

18．／3ヨ＝4．12

16．15＝』3．63

25．38＝1＝6．25

22．05一＝5．57

23．35±』5．08

　　　工n1n
5．35＝』1，21

4．85±ヒ／．00

5．／0±ヒ／．1／

3．68＝』1，07

3．98ヨ：0．ア5

3．73＝ヒ0．88

400±069
3．98土1，07

4．05＝ヒ0，94

4．q0±／．／7

4．63＝』1，06

4．10＝ヒ0，72

4．38＝』0，99

4．65±1．．／1

4．43土0．7ア

4．75＝ヒ1，／1

5．18±』1，23

5．05＝』0．90

4／．4＝』6．8ξ

40．6ヨ＝4．01

41．1：と7．4て

32．7＝ヒ8．74

33．4二』6．78

35．5＝ヒ8．68

34．8土8．32

δ9．3＝ヒ7．ア0

36．0＝』6．95

39．3土6．60

36．0土11．43

37．4＝ヒ7．29

37．8＝ヒ8．17

39．3＝』11．45

36．7＝と7．29

54．1±』8．17

42．0：ヒ6．20

45．0ヨ＝6．71

稚苗の成長には大きく影響するが，1年生稚苗の成長に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
対してはその影響力が漸減する。これはH．A．Fowe11s，
　　（4）
Righ牟rによるJeffer　pine，Pondef0sa　pineによる糸吉

果と大体一致している。

又アカマソとクロマソでは，種子の大いさの影響はア

カマヅの方がより強いように思われる。

（2）アカマヅ，クロマヅの産地別種子の大いさと，当

　年生並びに一年生稚苗成長の相関関係
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矛3表

矛4号　　（1956）

種子大．’中．小と1年生稚苗成長の差の有意性

アカマツ
樹高成長

直径成長

　　　　　　　へ、　　　※　　　　※
κ1κ2κ3　κ4　κε
※※　　　　　　　　　　※泰　　※※

κ1κ2κ3　κ4　κ5

ノ妊6

κ．6

　※　　　※　　　※　　　※
κ7　　κ8　　κ9　　ノκ10
※※　　　　※

κ7　κε　κ9　／6／0

　　　　　※※　　　落※　　　※
凹　κ／1　　．κ／2　　κ13　　〃ε14

　　　　　※※　　　　※
Iκ11　　κ12　　κ／3　　κ／4

クロマヅ
樹高成長

直径成長

κ1

κ1

　　　　　　勇※　　　　　　　　※
κ2　κ3　、κ4　　κ5　　κ6
　　　※※　　　※※
κ2κ3　κ4　κ5　κ6

κ7　　／i伍8　　κ9　　κ10　　κ11　　κ12

κ7　　κ8　　κ9　　κ／0　　κ11　　κ12

註　※蟻一確率0．1％で有意　　　　※一確率5％で有意

＼ 樹高成長 直径成長
0・1弓欠準1・・水準 0．1％　水準1・％水準

アカマソ
当年生1年生 ／

2
ろ 0

8

1
0
5

1
2クロマツ

当年生’1年生 ／
0
2

1
．
1 9

2
1
0

＼

矛4表種子大．中．小と当年生，、1

　　　年生稚苗成長に差のある産地数

　　　　　　　　　　　　　　　　5％水準

　アカマツ

順位　種子の
　　　大いさ

1　　κ7

2

5

4

5

6

7

8

9
10

11

12

13

14

κ10I

κ4

κ3

κ6

κ1

κ．14

κ9

妬．2

κ12

妬8

κ11

κ13

κ5

矛5表

当年生
苗樹高

κ8

κ．11

κ4

κ7

κマ4

κ5

κ．ろ

κ1ろ

　アカマヅ，。クロマソ共に各産地別の種子の大いさの問

には01／％の危険率で有意な差のあることは矛1報で述

べた。

　又各産地内の種子の大いさと稚苗の成長の関係は（1）の

・考察で述ぺた。この点より産地別の種子の大いさと稚苗

の成長を見ると矛5表の通りである。

　．この矛5表より，種子の大いさと当年生稚苗の樹高，

1年生稚苗の樹高の相関関係を見たのが矛6表である。

との相関係数のt一検定結果は何れの場合にも有意性は

各産地別の種子の大いさの順位と稚苗の成長

　　　　　　　　　　クロマソ

1年生
苗樹高

κ8

κ5

κ4

κ“

κ13

κ3

κ7

κ14

二；＞ぐ1

κ6　　　　κ6

矛6表種子の大，小と稚苗成長の相関係数

＼

相関係数

種子の大，中，小別
ア　カ　マ　ツ

当年生稚刮1年生稚曲

一0．004

認められなかつた。

0．2馴

ク　ロ　マ　ソ
当年生稚苗11年生稚苗

一・・…1…1・

順位　種子の
　　　大いさ

1　　κ2

∵べ
4　　κ10

5　　κ．7

6　　κ1

7　　κ11

8　　κ5

9　　κ9

10　　κ8

η　　κ4

12　　κ12

当年生　　　　1年生
苗樹高　　　　苗樹高

簑二＞ぐア

κ3

κ．2

妬10

κ8

κ4

κ1

妬11

κ10．

κ1

κ9

κ．4

κ8

　即ち産地別の種子の大いさは稚苗の成長とは無関係で

あり・産地別の大種子より大弾苗が生ぜず・小種子より

大稚苗が生ずることもあり，産地内で当年生稚苗が種子

の大いさ別に成長するのと異る。これは産地により遺伝

的構成が異る結果のように思われる。

　（3）アカマヅ，クロマヅの樹種による種子の重さ，稚

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu



三宅登⑧黒川卓三1アカプヅ，クロマツの種子の大いさが稚苗の成長に及ぽす影響について 一9グー

　　苗の成長及び形状比の差異

　アカマソ，クロマヅの種子重量，稚苗の成長，形扶比

の平均偉及びそれらの間の分散比は矛ア表の通りであ

る。この表より，200粒当り種子重量はクロマヅがアカ

マヅより約19（160．1％）重い。樹高成長は当年生稚苗

でアカマヅがクロマヅより約1cm（1／8％）高く，それ

らの差の検定でも0．1％の危睦率セ有意な差が認められ

　　　氷7表　アカマヅ，クロマツ種子重量，

　　　　　　成長，形状比及び有意性

樹葎1アカマツ1クロマツ 分散比 有意
生

種子重量11．…士・，・・ll・．・1・土・．1・1

cn1 伽n

当年生樹高 9．47土2，05 7．97士1．53 1．79※

1年生樹高 15．85士2．69 16．86±3．06 1．30

n1n1 n1n1
当年生直’径 1．ア4±0．27 1，79±0．29 1．16

1年生直径 4．48士0．21 4．50土0．17 1．65

当年生形状比 54．79±4．93 44．83±6．69 1．82 ※

1年生形状比 35，82士2．98 37．33士3．99 1‘．76 ※

有意

　註：※は確率う％

る。1年生ではクロマヅがアカマヅより高いが，差の検

定では有意な差は認められない。直径成長ではアカマヅ，

クロマヅ問に当年生，／年生共に殆んど差がなく，有意

性の検定でも差は認められない。形状比は当年生ではア

カマヅが大きく，1年生ではクロマヅが大ぎく、差の検

　　　　　　　　　　　矛8表　　群　　別　　成
アカマソ　（当年生）

＼ 樹　　高　　成　　長 一直 径 成 長

＼
＼ 大　　1　中　　1　小 大 1 中 I 小

C1n Cm C1l1 n1η1 1nln 1nn〕

矛1群 13．05±1．94 10．64±0．52 9．5ア±0．78 1．74±0．23 1．52±0．17 ／．44±0．23

才2群 9．15±2．14 8．45士1．50 7．65±／．60 2．09士0．10 1．91士0．／6 ／．75±0．11

矛3群 9．28±1，78 8．93±2．01 8．35土2．15 ／、73±0．22 1．67±0．21 1．52土0．33

アカマヅ　（1年生）

＼ 樹　　高　　成　　長 直 径 成 長

大　　1　　中　　一　　小 大 ， 中 1 小

Cm c1n Cn1 工n－n mハ1 lnin

矛1群 ／9．53土2．85 17，08±1．59 ／6．15土1．80 4．75±0．51 4．36士0．62 4．／8±0．35

矛2群 15．80±2．52 15．78士2．16 13．08士2，041・・・・…1 5．24土0．68 4．ア3士0．28 4．57±0．34

矛3群 15．50士／．94 ／4．57土2．18 3．99±0．27 3．79土0．10 ろ．77±0．54

定でも5％の危険率で有意な差が認められた。

　全体的に種子がより軽いにもかかわらず，最初の年に

はアカマソの方がクロマヅより樹高が大ぎくなるが，床

替するとその後はクロマツの成長が良いので2年目には

アカマツとクロマソの樹高が殆んど変らなくなる。

　（4）各産地間及び産地群間ρ稚苗成長の差異

　アカマソ，クロマソ共に各産地商では，当年生及び1

年生稚苗の樹高，直径両成長共に0．1％の危険率で有意’

卒差が認められ㌔しかし各産地相耳間には年気温・降

水量の順にならべても一定の傾向は見出されなかつた。

　そこで農林省の樹種別種子配布区域の区分に準じ，地

理的位置と気侯型を考慮して産地群にまとめた。　（矛1

図参照）即ちアカマソで矛1群No．／，No．2，No．ポ

No．6，一矛2群No．4，No．5，No．7，No．8，No．13

No．14，矛3群No．9，No．／0，No．11，No．12とし

た。但しNo．／3，No．／4は矛3群に入るげれども太平洋

型と認めて矛2群に入れた。クロマヅは産地数が少く氷

1群に入るのが2産地のために群分げはやめた。　　　曹

　群間の樹高，直径酉成長の平均値は矛8表の通りであ

る。本表より種子の犬いさ別に樹高，直径毎に分散分析

したのが矛9表である。この結果5％の危険率で有意な一

差の認められるのは樹高では1年生の大種子のもの、直

径では当年生の大種子のもののみで他には差は認められ

なかρた。

　本実験に用いた資料数が少いので断定は下せないが，

長　　　、　　　　．　　一稚苗の成長に対しては地

　　　　　　　　　　　　　域による群聞の影響以上

／44±023

152土033

4／8±035
457±034
ろ77±054

アカマソ　　　　　矛9表 産地群間分散比及び有意性

樹　高　成　長 直　．径　ノ成　長
大 申 小 大’ 中 小

分散比1
有意性1 分散比 有意性　　I

分散比1
有
意
性 分散比

有
意
性

分散比雁意 分散比雁意

当年生苗1年生苗
2
，
7
1
7
．
4
3

■
　
　
　
　
　
．
※

3
，
6
2
3
．
6
2

・
‘

一2，082．46

’
一
一

4
，
3
3
1
．
7
1

※
‘

3
，
／
6
1
．
8
8

．
一

2
，
0
8
2
．
5
7

■
一
一

註：※一確率5％

に母樹又は母樹群の影響

がよ・り強いように考えら

れる。

　以上4つの考察をまと

めると次の様に云える。

即ちアカマツでもクロマ

ヅでもできるだげ条件を

揃えて，最初の1年間育

てた場合，母樹又は母樹

群が同じであると，種子・

の内的な素因は一応表面

に出てこないで種子の大

いさ（含まれているエネ

ノレギーの量）だけが成育

を決める。

　母樹又は母樹群が違う

と，もう別の多分環境的

でない違伝的因子の影響
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が出てぎて，種子の大いさの影響をなくしてしまう。

　アカマヅとクロマツの様に似ていても樹種が違うと種

子の大いさと反対の苗の成長が行はれる。1年生苗の成

長ではクロマツの成長がアカマソよりよく，アカマヅ，

クロマツ共にその絶対量が当年生の成長の絶対量と同じ

位で，しかもぱらつぎがかなりあり，当年生の違いをけ

してしまつている。

　　　　　　　　㎜摘　．　　要

（1）アカマヅ，クロマヅ共に各産地内の種子の大いさは

　当年生稚苗の成長には大ぎく影響するが，1年生稚苗

　の成長には余り影響しない。

（2）アカマヅ，クロマヅ共に各産地別の種子の大いさ

　は，各産地別の稚苗の成長には影響しない。

（3）アカマヅ，クロマヅでは種子はクロマソが重いが，

　1年生稚苗の成長では差がなくなる。

（4）アカマヅ，クロマヅ共に各産地間の成長には一定の

　関係はなく，．アカマツで地域によつて群分げした群間’

　にもその成長に有意な差はなかつた。

　　　　　　　V　引　用　文．献

1　遠山⑧三宅：日本産二葉松の種予の大いさが発芽及

　ぴ当年生稚苗の成育に及ぽす影響について　日林関西

支部講演集．昭．29．

2　一：アカマツ，クロマヅ稚樹の産地による耐乾性

　について．　目林関西支部講演集．昭．30．

3　H．A．Fowe11s　The　Effect　of　Seed　and　Stock

　S1ze　on　Sur∀1va1and　Ear1y　Growth　of　Ponderosa

　and．jefferey　pine．　J．F．51，　No．7

4　　R1ghter，F．1，P1nus　the　re1at1onsh1p　of　seed

　s1ze　and　seed11ng　s1ze　t01nherent　v1gor．J．F．

43．1／31－137

SU皿班ARY
　In　the　fa11of1952，we　co11ected．seed－s　of　Aka－

matsu　and－Kuro血tsu　from　var1ous　d－1str1cts　of

Japan・　These　were　sown1n　Apr111953，and－were

transp1anted－in　Apri11954，at　the　nursery　of　the

Sh1mane　Agr1cu1tura1Co11ege　near　Matsue　C1ty．

　Re1ations　between　site　of　the　seed　tregs，seed

s1ze　and　growth　of1－0and2－1seed1mgs　were

exammed　on　these　mater1a1s．The　fol1ow1ng　resu－

1ts　were　obtained。．

　1．』　The　d－ifferen6e　of　seed二size　in　each　site

samp1es　have　an　effect’hea∀i1y　on　the　growth　oポ

1－0　seed11ng　for　the　f1rst　y　ear，　but　no　etfect

were　seen　on　the　growth　of2－1seed1mg　for　the

SeCOnd　year．

　2．　The　seed－size　of　each　site　salmp1es　have　no

effect　of　the　growth　of　seed1mgs．

　3　　The　seed－of　Kuromatsu1s　heav1er　than　of

Aka㎜atsu，but　the　he1ght　growth　of1－0seed1mg

of　Akamatsu1s1arger　than　of　Kuromatsu，and　the

d．1fference　of11e1ght　growth　of2－1seed．Img　be・

tween　both　species　are　not　seen．

　4　　It　seems　that　the　cI1m；at1c　character　of　the

site　of　the　seea　trees　have　no　effect　on　these

1皿ateria1S．


